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酷暑が続きま す。み なさまご自愛 くださ い。 今号から 、新企 画  

「富安陽子  腕だめ し  ＳＴＯＲ Ｙ  ＣＯ ＭＰＥ .２０２５」が スタートです 。 

現在会員登録数 4,437 人さま。次号は８ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●オンライン 講座「 ２０２４年に 出版さ れた子どもの 本から 」 申込受付中  

 講師：土居 安子（ 大阪国際児童 文学振 興財団  総括専門員 ）  

◇リアルタイ ム参加 （Ｚｏｏｍ） ７月 25 日（金） 10:30～ 15:00 休憩あり  

 質疑応答の 時間あ り。録画配信 も視聴 可。  定員 60 人、参 加費 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2024kodomonohon-1.peatix.com/ 

◇録画配信  ８月８ 日（金）～ 12 月 15 日（月）  視聴料 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2024kodomonohon-2.peatix.com/  

 

●新しい報告 集がで きました  

『 2024 年度国際交流 事業報告集  国際講 演会「アメリカ の絵本 作家  ウォルタ

ー ・ ウ ィ ッ ク 自 作 を 語 る 」 ／ 子 ど も 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 鏡 を つ か っ て チ ャ

レンジミッケ ！」』  2025 年 6 月発行  1100 円（税込）  

http://www.iiclo.or.jp/06_res -pub/05_publication/index.html#hanbai  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫   

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（シンカ ブル）→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『 南 の 島 の テ ィ オ  １ 』  池 澤 夏 樹 /著  ウ ノ サ ワ ケ イ ス ケ /画  岩 崎 書 店  

2025 年 6 月  対象年 齢：小学校高 学年以 上  

 

https://2024kodomonohon-1.peatix.com/
https://2024kodomonohon-2.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/05_publication/index.html#hanbai
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701


＊今回のゲス トは当 財団理事の宮 川健郎 さん （Ｔ）で す。  

 

あらすじ：小さな 南の 島でホテルを 経営す る父と暮らす 12 歳の ティオのちょ

っ と 不 思 議 な 体 験 を 描 い た 連 作 集 。 全 ３ 巻 の 第 １ 巻 。 ピ ッ プ さ ん と い う 人

が 、 と て も 高 い 値 段 で 、 ホ テ ル の 名 前 入 り 絵 は が き を 売 り に 来 る 。 そ の 絵

は が き を 客 が 買 っ て 送 る と 、 送 ら れ た 人 は 必 ず 島 に や っ て く る と い う 不 思

議が起こる（「絵 はが き屋さん」）。父を含む 十隻のモータ ーボー トが海に標

識を作って試 走する と、海に迷 わされて不 思議を見たり（「 草色 の空への水

路」）、大 きな流木 を見 つけたアサコ さんが 毎年 20 ドル払って と りにくるま

で見守ってお いてほ しいと、島の ヘーハ チロさんに依 頼した り（「昔 、天を

支えていた木 」）、カマ イ婆に「落ちる ぞ」と 予言されたお 金の亡 者の男が、

予言通りにな る事件 が起こったり する（「 地球に引っぱ られた 男」）。雑誌『飛

ぶ教室』など に掲載 されたあと、 楡出版 （ 1992 年）、文春文庫 （ 1996 年）、

文春文庫増補 版（ 2010 年）、講談社青 い鳥 文庫 （ 2012 年）など で出版され

ている。  

 

Ｔ：南の島で 起きる 「不思議」が 魅力的 で、味わい深 い作品 です。  

Ｙ ： 淡 々 と し て 静 け さ を 感 じ る 文 章 は 、 行 間 を た っ ぷ り 読 ま せ て く れ て 、 島

に打ち寄せる 波のよ うに感じまし た。  

Ｔ ： 感 情 的 で は な く 、 散 文 的 な テ ィ オ の 語 り に よ っ て 、 父 や 島 に 住 む カ マ イ

婆 、 ホ テ ル の 客 人 な ど の 人 物 が 浮 か び 上 が り ま す 。 他 で は 読 め な い よ う な

文章だと思い ました 。  

Ｙ ： 文 春 文 庫 版 の 『 南 の 島 の テ ィ オ 』 の 巻 末 に は 読 み 応 え の あ る 神 沢 利 子 さ

ん の 「 解 説 」 が あ っ て 、 ミ ク ロ ネ シ ア の ポ ナ ペ 島 が 物 語 の 舞 台 だ と 書 か れ

ています。  

Ｔ ： 日 本 人 の 読 者 の 日 常 と か け 離 れ た 場 所 が 舞 台 に な っ て い る か ら こ そ 、 不

思議な世界が 描けた のだと思いま した。  

Ｙ：非日常を描い て はいますが、そこ に は戦争の影が ありま す。「戦争中、ま

だ こ の 島 が 日 本 の 領 土 だ っ た こ ろ に 生 ま れ た か ら 、 父 親 が 日 本 の 偉 い 人 の

名前を付けた 」とい うヘーハチロ さんが います。  

  ま た 、 メ ッ セ ー ジ と し て で は な く 、 物 語 と し て 、 自 然 と と も に 暮 ら す こ

とや、伝承の 魅力、 文化の継承の 大切さ についても書 かれて います。  

Ｔ：「草色の空 への水 路」や「地球に引っ ぱられた男」を読む と、自然の持っ

ている計り知 れない 力を感じます 。  

  この本の 底本は 、文春文庫増 補版 （ 2010 年）とのこと です が、３巻本に

す る に あ た っ て 、 目 次 が 組 み 直 さ れ て い て 、 そ れ ぞ れ の 巻 が ま と ま り を 持

って読める工 夫がさ れています。  

Ｙ ： 今 回 の 本 は 挿 絵 も た っ ぷ り つ い て い て 、 海 や 島 の 自 然 の 美 し さ が 感 じ ら

れ、不思議が 起こる 舞台が想像で きます 。  

Ｔ ： 冒 頭 の 「 絵 は が き 屋 さ ん 」 で テ ィ オ は 、 絵 は が き 屋 さ ん に 写 真 を １ 枚 と

ってもらって 、絵はが きにしてもら い、「そ れを受け取っ た人は なにがなん

で も き み に 会 い に く る 。 ― 中 略 ― だ か ら 、 き み が 大 人 に な っ た 時 に ど う し

て も 好 き な 人 が で き て 、 来 て ほ し い と 思 っ た ら 、 投 函 す れ ば い い 。 き っ と

役 に 立 つ 時 が 来 る よ 」 と 言 い ま す 。 こ の エ ピ ソ ー ド が あ る こ と で 、 読 者 は

ティオが大人 になっ ていく様子を 想像し ます。うまい なあと 思いました。  

Ｙ：ちょっと予言み た いですね。この絵は が きを使うとき が来る んだろうか。

使 う と し た ら ど う い う 時 な ん だ ろ う 。 テ ィ オ は ホ テ ル を 継 ぐ ん だ ろ う か 。

そ れ と も 島 の 外 で 生 き る ん だ ろ う か と 、 こ の エ ピ ソ ー ド に よ っ て い ろ い ろ

考えてしまい ました 。  

Ｔ：２巻以降 も楽し みです。  

 



*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 119 回「うろこ雲 」  

 小人の登場 する物 語  

 

〈 そ ら い ち め ん に 青 白 い う ろ こ 雲 が 浮 か び 月 は そ の 一 切 れ に 入 っ て 鈍 い 虹 を

掲げる。〉  

 

賢治の初期短 篇の一 つ、「う ろこ雲 」はこ のように書き 出され ます。月光 が雲

にかかり、虹の ように 見える現象は「 月暈」（つきがさ、げ つうん ）と呼ばれ、

白虹とも言う そうで す。  

 

その鈍い虹が 雲の合 間に見える夜 、〈 私〉はすっかり戸 が閉め られ、ひっ そり

とした通りを ひとり 歩いています 。〈 私〉の目に映るの は、月 光の底を馳け て

来て尾を振る 小さな 犬や、〈北上岸の 製板 所の立て並べ られた 板の前を〉ふい

と歩く小さな 男。つめ くさの原では、小 さな 甲虫が〈私〉の額に 突 きあたり、

ひょろひょろ しなが らも飛んでい きます 。  

 

原の向こうか ら、これ を見ていたの は〈銀の 小人〉です。横目で こ ちらを見、

そしてにやに や笑い ながら即興の 歌をう たいます。  

 

「なんばん鉄 のかぶ とむし／月の あかり も  つめくさ の／  

ともすあかり も  眼 に入らず／草 のにほ ひをとび截っ て／  

ひとのひたひ に突き あたり／あわ ててよ ろよろ ／  

落ちるをやっ とふみ とまり／いそ いでか ぢを立てなほ し／  

月のあかりも  つめ くさの／とも すあか りも眼に入ら ず／  

途方もない方 に  飛 んで行く。」  

 

やがて、原 の向こうに 小人は消えま すが、〈 小学校の窓ガ ラスが さびしく光り

ひ る ま 算 術 に 立 た さ れ た 子 供 の 小 さ な 執 念 が 可 愛 い 黒 い 幽 霊 に な っ て じ っ と

窓から外を眺 めて〉 いるところで 、物語 は終わります 。  

 

「 う ろ こ 雲 」 と い え ば 秋 を 連 想 し ま す が 、 爪 草 や 綿 雲 （ 積 雲 ） で は 春 を 感 じ

ま す 。 春 寒 の 夜 、 硬 質 の 鈍 い 光 が 降 り 注 ぐ な か で 語 ら れ る 、 ど こ か 幻 想 的 な

お 話 で す 。 と こ ろ で 、 小 さ な 犬 に 、 小 さ な 男 、 そ し て 小 さ な 甲 虫 。 銀 の 小 人

や、小学校 にいる子ど もも含め、〈私 〉の眼を 通して語られ るのは、すべて「小 」

を 纏 う 者 た ち で す 。「 小 」 に 宿 る 不 可 思 議 な 霊 性 を 、〈 小 人 〉 や 〈 幽 霊 〉 と し

て描きだして いるよ うにも見えま す。  

 

賢治は、コロ ボック ルや goblin（ゴブリン）など、ア イヌや ケルトの小人 を

し ば し ば 作 品 に 登 場 さ せ て い ま し た 。 風 の 三 郎 （「 風 の 又 三 郎 」） や 座 敷 童 子

（「 ざ し き 童 子 の は な し 」） を 含 め 、 東 北 に 伝 承 さ れ る 怪 異 を 身 近 に 感 じ と っ

ていたからか もしれ ません。（ ペ吉）  

 

（本文の引用 は、ち くま文庫『宮 沢賢治 全集 ８』によ りまし た。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７３  

*****************************************************************  

 



 族 の 長 が 水 面 を ま た も 叩 く と 、 そ の 音 は 霧 の 向 こ う の 岸 壁 に こ だ ま し た 。

そ れ を 合 図 に あ ざ ら し た ち は 、 も ぐ っ た り 宙 返 り を し た り 、 ボ ー ト を は さ ん

で し き り に 追 い か け っ こ を し た り し は じ め た の で 、 静 か だ っ た 港 内 は さ か ん

な 水 し ぶ き が 上 が り 、 大 波 小 波 で ご っ た 返 し た 。 フ ィ オ ナ の 乗 っ て い た ボ ー

ト は ロ ー プ に 繋 が っ て は い る も の の 、 激 し い 上 下 動 に 両 縁 に し っ か り つ か ま

っ て い な く て は な ら な か っ た 。 波 が ボ ー ト の 縁 に ぶ つ か る た び に 、 古 い 船 体

は ぎ い ぎ い 音 を 立 て た け れ ど 、 フ ィ オ ナ は あ ざ ら し た ち の み ご と な 水 の 舞 に

見とれていて 、気に ならなかった 。  

 

（『フィオ ナの海 』  ロザリー・Ｋ・フラ イ /著  矢川澄子 /訳  集英社  1996

年 6 月  p.90）  

 

1957 年に「 Child of the Western Isles」として刊行さ れまし た。主人公の

少 女 フ ィ オ ナ が ス コ ッ ト ラ ン ド の 町 か ら 健 康 を 害 し て 祖 父 母 の 住 む 島 へ 一 人

で旅する場面 から作 品は始まりま す。祖父 母もフィオナ の家族 も元は、ロン ・

モル島に住ん でいま したが、今で はロン ・モル島は無 人島に なっています 。  

 

フ ィ オ ナ に は 、 ジ ェ イ ミ ー と い う 赤 ん 坊 の 弟 が い ま し た が 、 ロ ン ・ モ ル 島 を

離れるとき、木のゆ り かごもろとも カモメ に連れ去られ てしま い、それ以来、

行 方 不 明 に な っ て い ま し た 。 フ ィ オ ナ の お ば あ さ ん は 、 フ ィ オ ナ に 、 祖 先 に

セ ル キ ー （ 訳 者 解 説 注 ： ケ ル ト の 民 間 伝 承 に 出 て く る 妖 精 た ち の う ち の あ ざ

ら し 族 ） の 女 性 が い て 、 と き た ま 、 そ の 人 に そ っ く り の 「 真 っ 黒 い 髪 と 不 思

議 な 黒 い 瞳 を し た 子 供 が 「 生 ま れ る 」」 と 言 い ま す 。 そ し て ジ ェ イ ミ ー こ そ 、

黒い髪と黒い 瞳の子 どもでした。  

 

フ ィ オ ナ は 、 ジ ェ イ ミ ー を 見 つ け る こ と を 決 意 し て お り 、 ロ ン ・ モ ル 島 へ 行

き 、 あ ざ ら し に 近 づ こ う と し ま す 。 引 用 の 場 面 は 、 祖 父 母 の い る 島 の 岸 壁 で

あ ざ ら し た ち に 出 会 っ た 場 面 で す 。 あ ざ ら し の 動 き が 魅 力 的 で 、 フ ィ オ ナ が

夢 中 に な っ て い る 様 子 が 目 に 浮 か び ま す 。 こ の あ と 、 ボ ー ト は 、 フ ィ オ ナ が

気 づ か な い 間 に ロ ー プ が 解 け て 、 海 に 流 さ れ て い ま し た 。 あ ざ ら し た ち は フ

ィオナをロン・モル島 へ誘い、そこ で、フィ オナはジェイ ミーを 見かけます。  

 

島 を 捨 て 、 町 に 住 み 、 工 場 で 働 く 父 や 兄 姉 と は 違 っ て 、 ロ ン ・ モ ル 島 へ 戻 っ

て 生 き る 選 択 を す る フ ィ オ ナ や フ ィ オ ナ の い と こ の ロ ー リ ー 、 そ し て 祖 父 母

が 今 号 の メ ル マ ガ 対 談 に 掲 載 さ れ て い る 『 南 の 島 の テ ィ オ 』 と 重 な る と こ ろ

があるように 思いま した。（Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

神戸ファッシ ョン美 術館で８月 31 日まで 開催されてい る「星を みつめておも

い だ す  さ と う わ き こ 展 」 に 行 っ て き ま し た 。 絵 本 作 家 さ と う わ き こ の 絵 本

の 原 画 、 童 話 の 原 稿 や 挿 絵 、 詩 作 ノ ー ト 、 ダ ミ ー 本 、 未 発 表 作 品 の 草 稿 、 立

体作品など 200 点以上が展示され ていま した。  

 

全体は、2024 年３月に 89 歳で亡くなっ て から出版され た最後 の絵本『 みちく

さ』（偕成 社  2024 年 5 月）の原画を 展 示した、序章 「みち くさ」に始ま り、

絵本作家にな るきっ かけがわかる 第１章「 はじまりのこ と」、生 い立ちを知る

ことができる 第２章「母のこと、父のこ と」と第３章「わた しのこと」、第 ４

章 「 ば ば ば あ ち ゃ ん の こ と 」、 第 ５ 章 「 い ろ ん な 人 と の こ と 」、 終 章 「 夢 の つ

づき」という 構成で した。  



生い立ちの解 説を読 みながら、お父さん が 10 歳で亡くなっ た こと、それ 以降

お 母 さ ん が 一 人 で 育 て て く れ た こ と が 作 品 に も 大 き く 影 響 し て い る こ と が わ

か り ま し た 。 ま た 、 そ う い う 家 庭 環 境 で 育 っ た か ら か 、 さ と う さ ん が と て も

自立した女性 だった ことがうかが われま した。  

 

第 １ 章 に は 、『 キ ン ダ ー ブ ッ ク 』 や 『 チ ャ イ ル ド ブ ッ ク ゴ ー ル ド 』『 い ち ご え

ほ ん 』 な ど の 雑 誌 の 絵 も 展 示 さ れ て お り 、 さ ま ざ ま な 手 法 を 模 索 し て い た こ

とがわかりま す。そん な中で、38 歳のとき、『わっこおばちゃ んの てと５のえ

ほん』（いかだ 社  1973 年）と「おつかい」（福音館書店  1974 年 5 月）が出

版 さ れ 、「 や っ と 絵 本 作 家 と し て 認 め ら れ た 」（ 解 説 よ り ） と 感 じ た と 書 か れ

て い ま し た 。 長 年 か け て 、 ソ フ ト か つ カ ラ フ ル な 色 合 い や 、 ス ト ー リ ー の 最

後 の オ チ の 楽 し さ な ど 、 さ と う わ き こ ス タ イ ル が 作 ら れ て い っ た の だ と 思 い

ました。  

 

第 ２ 章 に は 、 お 母 さ ん が モ デ ル だ と い う 「 せ ん た く か あ ち ゃ ん 」 シ リ ー ズ の

原 画 が 展 示 さ れ て い ま し た 。 何 で も 洗 い 、 力 持 ち の か あ ち ゃ ん は 、 ま さ に 地

に 足 が つ い た た く ま し い 女 性 で す 。 は り め ぐ ら せ た も の ほ し な わ に い っ ぱ い

の 洗 濯 物 が 干 さ れ て い る 絵 （ は だ か の 子 ど も も 干 さ れ て い ま す ） は 、 圧 巻 で

す。  

 

そ し て 第 ４ 章 の 「 ば ば ば あ ち ゃ ん 」 シ リ ー ズ の 絵 は 、 絵 本 を 思 い 出 し な が ら

見 て い き ま し た 。 必 ず ネ コ や 犬 が そ ば に い て ば ば ば あ ち ゃ ん を 応 援 し て く れ

るのが心強く 感じま す。亡くなる前日ま で 描いていた絵 は「ばば ばあちゃん」

と 動 物 た ち の 絵 。 最 後 ま で 明 る く て 元 気 な ば ば ば あ ち ゃ ん が さ と う さ ん の 中

に住んでいた んだな と思いました 。（ Ｋ ）  

 

神戸ファッシ ョン美 術館  https://www.fashionmuseum.jp/  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ １回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その３  社会 にひら く「散文」（上の前 半 ）  

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おし い れのぼうけん 』が刊 行された、つ ぎの年 。私は 19 歳で

した。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や 評 論 家 の 仕 事 に 対 す る 考 察 や 、 さ ら に は 、 そ こ か ら 、 現 代 児 童 文 学 史 の と

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

「日産  童話と絵本 の グランプリ 」の休止を 受け、私たち IICLO は再開を待つ

間、何かでき ないだ ろうかと考え ました 。  

https://www.fashionmuseum.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


そ の 結 果 、 み な さ ん に 、 童 話 を 「 創 る 場 」 と 、 童 話 を 「 読 む 場 」 を 提 供 し よ

うと思い立ち ました 。  

●童話を「創 る場」  

これは、子どもを 対象 とした自作の 童話を 応募してもら う創作 練習の場です 。 

創 作 の 練 習 で す か ら 、 応 募 者 全 員 に 同 じ 条 件 で 、 腕 を 磨 き 、 腕 を 競 っ て も ら

えるよう作品 募集に は条件を設け ます。  

①まず、原稿 用紙５ 枚以上 10 枚以内とい う枚数の制限 。５枚 以上であれば 、

何枚で仕上げ ても構 いませんが、１文 字で も 10 枚をオーバー し た作品はア

ウトです。  

② 物 語 の 中 に 、 定 め ら れ た ２ つ の キ ー ワ ー ド を 必 ず 入 れ る こ と 。 全 員 が 同 じ

キ ー ワ ー ド を 使 わ な く て は な ら な い と い う 制 限 の 中 、 ど れ だ け 他 作 品 と 違

う独自性のあ る物語 を創れるかと いうと ころが腕のみ せどこ ろです。  

◎  今回のキーワー ド は・・・  「アイス ク リーム」「 かばん」  

③出版経験の 有無は 問いませんが 、もち ろん、未発表 の作品 に限ります。  

 

●童話を「読 む場」  

こ れ は 応 募 い た だ い た 作 品 を 公 開 し 、 み な さ ん に 読 ん で も ら う 場 で す 。 こ の

公開にも条件 を設け ます。  

① 全 て の 応 募 作 を 公 開 す る こ と は で き ま せ ん の で 、 面 白 か っ た 作 品 ５ ～ ６ 点

を選んで、当財団 ホー ムページ上で 誰にで も読んでもら えるよ うにします 。 

②読んだ人は 、“これ が一番面白い ！”と思 う作品に投票 するこ とができます 。

ただし投票で きるの は１点だけ。 複数に 票を入れるこ とはで きません。  

③ 公 開 の 際 に は 、 投 票 に 影 響 が 出 な い よ う 、 作 者 名 を は じ め 、 書 き 手 の 情 報

は 一 切 伏 せ ら れ ま す 。 作 品 だ け を 読 ん で じ っ く り 味 わ っ て 、 あ な た の ナ ン

バー１を選ん でくだ さい。  

④ 投 票 期 間 の 後 、 集 計 が 終 わ っ た ら ナ ン バ ー １ と ナ ン バ ー ２ の 作 品 を 発 表 し

ま す 。 こ の 時 初 め て 作 者 が 明 か さ れ ま す 。 こ の ２ 作 に つ い て は 、 富 安 陽 子

がコメントを 述べさ せていただき ます。（ 作者名は匿名 やペン ネームでもＯ

Ｋです）  

 

● こ の コ ン ペ に は 、 賞 金 や 出 版 と い っ た メ リ ッ ト は あ り ま せ ん 。 で も 皆 で 物

語 を 書 く 面 白 さ と 、 物 語 を 読 む 楽 し さ を 共 有 で き れ ば と 思 い ま す 。 そ し て 子

ど も の 本 の 書 き 手 を 目 指 す 人 た ち の 切 磋 琢 磨 の 場 に な る よ う に 、 私 、 富 安 陽

子も応募者の みなさ んと全く同じ 条件 （ 10 枚以内、キーワ ード ２つ ）で新し

い 物 語 を 一 本 書 き あ げ ま す 。 上 位 ２ 作 品 の 発 表 と い っ し ょ に 、 私 の 物 語 も 参

考作品として 公開し ますので、そ ちらも あわせてお楽 しみく ださい。  

 

さあ！物語を 書きま しょう！  

みなさんの生 み出す 作品と出逢う のを楽 しみに待って います ！  

 

＊尚、これは IICLO にとっても初 めての 試みですので 第 １回 の実施結果を も

と に ２ 回 目 以 降 は 内 容 や 方 法 に 変 更 が あ る か も し れ な い こ と を お 断 り し て お

きます。  

富安陽子  

 

◇第１回の募 集期間 ：７月 23 日（水）～ ８月 31 日（日）  

＜詳細、応募 方法は こちらから＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「大阪国際 児童文 学館を育てる 会」 2025 年度総会記念行事  

講演会「放送 100 年－子どものた めの人 気番組をめぐ って－ 」  

講師：畠山兆 子（前 育てる会常任 委員長 、梅花女子大 学名誉 教授 ）  

日時：８月 17 日（日 ） 13： 30～ 16： 30 ※有料、要申 し込み  

場所：ドーン センタ ー〔大阪市〕  

主催：大阪国 際児童 文学館を育て る会  

後援：大阪府 子ども 文庫連絡会、 大阪国 際児童文学振 興財団  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で紹 介しました『南の 島の ティオ  １』

を プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募 フ ォ ー ム か ら 、（ 1） お

名 前  （ 2） 郵 便 番 号 ・ 住 所  （ 3） 電 話 番 号  （ 4） メ ー ル ア ド レ ス 、 よ ろ し け

れば  （ 5）このメル マガのご感想 をお書 きのうえ  ご応募く だ さい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は８月 12 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

日本で唯一の 貸切モ ノレールでの おはな し会、そして 終着駅 での人形劇。 乗

り物好きの子 どもた ちにも大人気 のイベ ント「おはな しモノ レール」の打 ち

合わせに行っ てまい りました。今 年は 10月開催の予定 です。 詳細は９月の メ

ールマガジン でお知 らせします 。楽しいイ ベントに すべ く、IICLOのスタッフ

一同がんばり ます。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

